
第２回 庄内町社会教育委員会 会議録 

 

１ 開催日時 平成 30年 2月 26日（月）午後 1時 30分～午後 3時 09分 

２ 開催場所 立川庁舎（大会議室） 

３ 出席委員 川村昭三、佐藤冨美、富樫良秋、佐藤啓子、柿崎寿一、大津良子、上野幸生、 

志田征子、岩浪勝雄、志田啓子、矢嶋玲子、鈴木勝美、阿部雅彦、佐藤正弘 

４ 欠席委員 辻 圭子 

５ 事 務 局 教育長、社会教育課長、社会教育課長補佐、主査兼文化スポーツ推進係長、 

社会教育係主任 

                                  

進行：社会教育課長 

１ 開  会          社会教育課長（午後 1時 30分） 

２ 教育長あいさつ 

３ 議長あいさつ 

４ 議事録署名委員の指名 上 野 幸 生 委員、志 田 征 子 委員 

５ 協  議 

（１）平成 30年度庄内町教育委員会 重点と視座（案）について 

   「資料：平成 30年度 庄内町教育員会の重点と視座（案）」 

事 務 局 資料に基づき説明。 

議  長 重点と視座（案）について、ご質問等ございませんか。 

委  員 

歴史民俗資料館の運営についてが、来年度、削除されているが、なぜ、削除となっ 

たのか説明をいただきたい。また、学芸員が配置されている亀ノ尾の里資料館には継

続的な支援となってるが、歴史民俗資料館は町の有志の方で細々と運営している状態

であるが、亀ノ尾の里資料館の学芸員の協力を得られないが、なぜ、削除したのかお

聞きしたい。 

事 務 局 

歴史民俗資料館については、地域の歴史文化を活用した学習の推進の中に歴史民俗 

資料館が含まれており、二箇所に記載のためひとつに集約し、文言の整理を行った。

また、亀ノ尾の里資料館の学芸員とは現在、協力と連携を行っている。 

委  員 

指定管理を受けた亀ノ尾の里資料館の学芸員という立場は理解できるが、町が運営

している歴史民俗資料館に学芸員の力を借りる事が出来ないことに不満がある。この

点について、今後、どう考えているのかお聞きしたい。 

事 務 局 

亀ノ尾の里資料館については、指定管理者受託者として和合の里を創る会に指定管

理委託をしていることから、学芸員については、亀ノ尾の里資料館の業務範囲の中で

業務遂行となる。また、歴史民俗資料館については、町直営となっており、町内の有

志の方からご協力をいただきながら、企画、展示運営をして頂いている。平成 30年

度予算に謝礼等の予算を積算している。企画、運営については、亀ノ尾の里資料館の

学芸員からご協力、アドバイスを頂きたいと考えている。歴史民俗資料館は、７月と

８月の二ヶ月だけの限定開館となっている。本来であれば学芸員を配置し、通年開館

が理想と思われるが、費用対効果的にそこまで至っていない情況である。ぜひ、来年

度も町民の皆様からの参画を頂きながらより良い運営に努めたいと考えている。 

議  長 町民大学学部の整理と再構築の検討について説明願います。 

事 務 局 町民大学学部については、これまでも課題となっていた。公民館事業については、



同じ事業でも片方は町民大学という冠がついている。もう片方は公民館独自の生涯学

習の場となっている情況で、重複していることから、整理をして町民大学という名称

にこだわらず、公民独自事業として新たに事業展開した方が良いということで、先日

開催した社会教育機関の長・係長会議で検討し、決定したところである。 

議   長 平成 30年度から町民大学はなくなるのか。 

事 務 局 
基本的にはそのような方向となる。但し、公民館で協議した結果、町民大学という

名称に拘らないのであれば、社会教育課としては特に反対する理由はない。 

議   長 
他の公民館では町民大学を実施しているが、また別の公民館では町民大学を開催し

ていることも危惧されることから、公民館と十分話し合いを願う。 

事 務 局 今後、機関の長・係長会議でまた話し合いをしていく。 

議  長 他に質問ありませんか。 

委    員 

複合型屋内運動施設とあるが、武道館が今後どのように変わるのかお聞きしたい。

また、立川テニスコート脇に合宿所があったが、撤去された跡地利用についてお聞き

したい。 

事 務 局 

武道館については、昭和 48年に建設され、現在、44年が経過している。平成 22

年度に耐震診断を実施したが、補強による耐震性能の向上は極めて困難という結果と

経年劣化により屋根全体の葺き替えが必要ということから、これまで、総合教育会議

や武道館の定期利用団体との話し合いを行い、現在の武道館の状況等の説明を行って

きた。現在の町の考えとしては、これまでのように武道のみの使用ではなく、新たに

現在、体育館で行われているエアロビックスや体幹教室やダンス教室等も利用できる

よう整備し、より多くの町民の方から利用頂けるように整備して行きたいと考えてい

る。また、場所については、旧余目保育園跡地に整備していく方向で考えている。平

成 30年度に整備検討委員会の設置し検討していく予定である。 

旧立川中学校セミナーハウスと旧学校給食共同調理場の跡地利用について 

は、ゲートボール場一面とテニスコート場の駐車場整備を考え、平成 29年度当初予

算に実施設計委託料を予算計上したが、来年度から本庁舎整備が着手になるため、立

川庁舎の利用活用のみならず、狩川公民館周辺等の課題も多くあるため、周辺施設を

含めての検討として、今年度、役場庁舎内にプロジェクトチームを立ち上げ、現在、

検討しているところである。来年度、町民とのワークショップを開催し、継続して検

討していくこととなっている。なお、検討の中には、跡地利用についても含まれてい

る。 

議   長 他に質問ありませんか。 

委    員 
地域おこし協力隊が新たに記載されているが、これが出来た背景についてお聞きし

たい。 

事 務 局 

地域おこし協力隊については、総務省の事業、予算である。この度の社会教育課に

おける地域おこし協力隊については、スポーツの活動を通して、地域の活性化を図

り、地元の庄内総合高校への支援、小学校への体育指導と体力の向上、更には町内の

イベントとして、ひまわりマラソンやスポレクしょうない等への指導、協力を考えて

いるところである。地元の庄内総合高校へ具体的な支援としては、庄内総合高校のサ

ッカー部への支援としている。なお、配置は、平成 30年 4月 1日から 3年間の配置

を考えている。 



教 育 長 

具体的に説明すると、地元の庄内総合高校が定員割れをしていて存続が危うい情況

であったが、今回の高校再編で庄内総合高校は存続する方向に決定した。但し、数年

後にはクラスはひとクラスになる情況である。ただ、存続するだけでは、今後も生徒

数が減っていくものと考えられることから、何かしらの支援が必要と思われる。これ

まで、町では庄内総合高校入学者に対し、ゆりカードを贈呈したり、町の循環バスを

提供してきた。経済的な支援も大事だが、中学生が庄内総合高校に入学したいという

魅力をつくらないと厳しいと思う。現在。庄内総合高校では全国レベルで体操を頑張

っているが、残念ながらマスコミや新聞等に掲載されることが少ない。在学している

生徒が今以上に自分の学校を誇りに思えて、大勢の子どもたちが関わることが出来る

競技ということで、サッカー部の支援を考えている。何故、サッカーなのかという

と、６年前に人工芝のサッカー場を庄内地域で初めてつくった。町内利用者も非常に

多いことから、町のシンボルとして、サッカー場を活用して、それによって、庄内総

合高校が元気になり、メジャーになってくれれば良いと考えている。また、小学校の

体育授業の補助としての対応も考えている。更に５つある幼稚園の園児の体力をつけ

て欲しいので、巡回しながらサッカーではなく、体を動かせる環境をつくって行くこ

とや定期的にスポーツプロの人が幼稚園に来て、専門的な指導をしてくれることが、

幼児期の体力の向上に繋がることから、サッカーのプロでやっている指導者を 1名公

募していく考えである。 

議  長 
清河八郎大河ドラマ誘致気運醸成プロジェクト事業の取り組みについてと明治維新

150年記念事業への支援についての内容をお聞きしたい。 

事 務 局 

清河八郎大河ドラマ誘致気運醸成プロジェクト事業については、今年度、ふるさと

応援寄付金募集事業に社会教育課で提案し決定した事業で、基金として 250万円積立

てし、来年度に向けて実施を考えている。事業の内容としては、プロモーションビデ

オの製作やグッズ製作、講演会、情報発信等を考えている。なお、社会教育課は事務

的な立場として対応し、大河ドラマ誘致協議会を立ち上げて活動に向けて支援してい

く方向で考えている。明治維新 150年記念事業への支援については、今年、明治維新

150年の年に当たることから、地元から企画書が提出され、いろいろな事業を行って

いく企画があり、現在、実行委員会を立ち上げて進めている。また、明治維新と清河

八郎は切っても切れない関係があるため、連携できるものは連携しながら事業を進め

ていきたいと考えている。 

議  長 ほかに質問ありませんか。 

委    員 

これから高齢化社会に向けて、健康的に過ごしていくため、近くの公民館で定期的

に軽体操やストレッチ、筋トレなどの教室を週 1回程度できる事業の開催は出来ない

か。 

事 務 局 

町民の方や高齢者の方々が健康に過ごしていくことは大変重要なことであ 

ります。現在、公民館を利用して、集落の老人クラブの健康体操等を公民館で事業を

開催したり、保健福祉課においても高齢者向けの事業として公民館を利用して軽体操

等を開催している情況もあるので、ぜひ、ご確認いただきたい。また、総合型スポー

ツクラブコメっち＊わくわくクラブの事業でエアロビックス教室や体幹運動サンフレ

ッシュ教室等を開催しているのでご活用願いたいと思います。また、各集落や公民館

等において軽スポーツや健康教室等の派遣指導等も行っていますので、ぜひ、ご活用

願いたいと思います。 



委    員 

中央公民館の在り方と十六合公民館の利活用の検討について、一部の人から資料が

多くて片付けられないのかという意見もある。大切なものが保管されていると思う

が、資料の保管場所の分担や整理の仕方についてお聞きしたい。 

事 務 局 

亀ノ尾の里資料館の指定管理移行前は、歴史民俗資料館も亀ノ尾の里資料館で管

理、運営をしていた。資料については、旧立谷沢体育館、歴史民俗資料館、大事な古

文書については、亀ノ尾の里資料館の特別収蔵庫、また、十六合公民館とその資料に

よって、学芸員の指導により、分類しているの現状であるが、整理については、亀ノ

尾の里資料館と調整していきたい。 

委    員 

関連して、大切な文書が図書館にも収蔵されている。町中にバラバラに置かれてい

る情況であるので総合的に管理する必要がある。それには、学芸員の力は大きいもの

と思われるので、亀ノ尾の里資料館だけでなく、町の大切な文化財をすべてみる学芸

員の設置を強く望みます。 

事 務 局 

今後、図書館整備事業が進められるが、図書館整備については、現在地での改築と

いうことを柱に考えているが、隣接している水彩画記念館についても、一定程度の修

繕、改修が必要と考えている。第一、第二、第三収蔵庫の保存環境の改善を考えてい

る。ご指摘のとおり、いろんな場所に古文書が分散しているところがあるため、課題

となっている。改修後の収蔵庫に良い環境で保存することが非常に重要と考える。

今、学芸という話がありましたが、図書館整備の検討を進める上で、特徴のひとつと

しては、図書館と水彩画記念館が併設していることから、多くの古文書を抱えている

状況もあるため、今後、以前の専門員配置も考慮したいと考えている。 

議  長 
ほかに質問等はありませんか。ないようであれば、平成 30年度庄内町教育員会の

重点と視座（案）についての協議を終了します。 

 

（２）平成 30年度庄内町教育委員会 予算（案）について 

   「資料：平成 30年度 教育費予算見積(歳入)、平成 30年度社会教育課予算見積(歳出)」 

事 務 局 資料に基づき説明。 

議  長 
平成 30年度 教育費予算見積(歳入)、平成 30年度社会教育課予算見積(歳出)につ

いて、ご質問等ございませんか。 

委  員 
社会教育費、職員給与費等で 9,836千円が減額となっているいが、これは、公民館 

職員が減らされたため減額となったのか。 

事 務 局 

社会教育費、職員給与費等については、正職員の給料であります。人数が減ったと

いうことではなく、今年度、社会教育課に酒田市から派遣職員が配置されています

が、酒田市の職員の給料については酒田市が負担することから、頭数は同じですが、

給料が減額しているということが大きな要因である。 

議  長 

ほかに質問ありませんか。ないようであれば、平成 30年度庄内町教育委員会 予算

（案）についての協議を終了します。続いて、平成 30年度庄内町教育委員会【社会

教育課】補助金等交付要綱（案）について事務局の説明をお願いします。 

事 務 局 資料に基づき説明。 

議  長 
平成 30年度庄内町教育委員会【社会教育課】補助金等交付要綱（案）について、

ご質問ございませんか。 

 

 



委  員 

平成 30年度庄内町町民ゴルフ大会実行委員会助成金として、58,000円が予算計上 

されているが、ゴルフ大会はこれまで何人で開催しているのか。また、ゴルフ大会と

いうのは違和感があるが、開催趣旨についてお聞かせ下さい。 

事 務 局 

町民及び企業のスポーツ交流を図り、町民の健康増進と産業の活性化を資するため 

事業を実施している。マーブ月山ゴルフ場が完成した際に、多くの町民の方から利用

して頂くためから始まった助成金である。平成 28年度の開催人数については、春の

開催が 52名。秋の開催は 63名となっている。内容としては春も秋も参加者への賞品

代となっている。 

教 育 長 
ゴルフ場を建設した際に、町民の方から広くゴルフ場を利用してもらうため、ゴル

フの振興と有意義なゴルフ場になるために始まった助成金と聞いている。 

議  長 

ほかに質問はありませんか。ないようであれば、平成 30年度庄内町教育委員会

【社会教育課】補助金等交付要綱（案）についての協議を終了します。（3）その他、

何かありませんか。 

委    員 

60代前半の女性からお願いされましたが、狩川公民館のトイレが非常に使い悪

く、その方は、膝の具合が悪いため和式トイレがどうしても使いにくく、ひとつある

洋式トイレも和式トイレを改造したもののため、非常に狭く使いにくい。また、２階

にある身障者用トイレは、一般の方にはわかりにくい状況である。狩川公民館は、近

くに体育施設があるため来館者が多い状況である。その方は、清川公民館や第三公民

館も利用しているが、清川公民館も第三公民館も非常に使いやすいのに、どうして、

狩川公民館だけあんなに酷い状態なのだということで代弁しました。 

事 務 局 

狩川公民館のトイレについては、ご指摘のとおり改修が必要と考えているところで

ある。旧立川中学校のセミナーハウスと旧学校給食共同調理場跡地については、テニ

スコート場の駐車場とゲートボール場一面の整備を予定していたが、先送りとなっ

た。整備後については、狩川公民館のトイレが悪いのであれば、跡地にトイレを設置

するのではなく、狩川公民館のトイレを外からの利用者も中からの利用者も同時に利

用できるトイレを公民館の玄関右側付近に改修してはどうかと確認していたが、立川

庁舎のみならず、狩川公民館周辺施設全体を今後、どのようにしていくかということ

で、今年度、来年度に検討が入ることから先送りとなっている。 

教 育 長 

狩川公民館のトイレの問題は、喫緊の問題である。学校施設も社会教育施設も昭和

40年代後半に建設され、一斉に老朽化している状況である。子どもたちや地域の利

用者のことを考えると改修して行く必要がある。改修の優先順位として、危険なもの

は早急に直さなければならない。その次に、不便なものを直さなければならないが、

不便なものについてはたくさんあるため、優先順位については、皆さんから知恵を出

し合っていく必要があるので今後も相談したい。  

議  長 ほかに質問ありませんか。なければこれで終了する。 

 

６ そ の 他  な し 

７ 閉   会  社会教育課長（午後 3時 09分） 

 

 

 

 


